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《会
員
著
書
紹
介
》

今
井
源
衛
著

『
大
和
物
語
評
釈
』
上

・
下

著
者
は
こ
れ
ま
で

『
大
和
物
語
』
の
注
釈
を

『
国
文
学
』
(学
燈
社
)

に
昭
和
三
十

六
年
九
月
号
か
ら
昭
和

四
十
三
年
九
月
号
ま
で
連
載
さ

れ
、
そ
の
後
梅
光
女
学
院
大
学
紀
要

『
日
本
文
学
研
究
』
に
も
発
表
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
基
に
新
た
に
手
を
加
え
ら
れ
、

一
書
に
な
さ
れ

た
の
が
本
書

で
あ
る
。
著
者
の

『大
和
物
語
』
の
注
釈
は

『
日
本
古
典

文
学
大
系
』

(岩
波
書
店
)
〈阿
部
俊
子
氏
と
共
著
〉
に
も
あ
り
、
こ
れ

が
二
冊
目
に
な
る
。
上
巻
に
は
第

一
段
か
ら
第
百
二
段
ま
で
、
下
巻
に

は
第
百
三
段

か
ら
百
七
十
三
段
ま
で
の
評
釈
を
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
巻
末
に
は
桂
宮
本
系
諸
本
及
び
御
巫
本

・
鈴
鹿
本
の
付
載
物
語
の
評

釈
と

『大
和
物
語
』

に
関
連
す
る

『平
中
物
語
』

の
諸
段
本
文
と
を
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
綿
密
な
解
題
を
付
さ
れ
て
い
る
。
付
録
に
は

「研
究

書
目

一
覧
」
「『
大
和
物
語
』
関
係
天
皇
家
略
系
図
」
「参
考
地
図
」
「索

引

(人
名

・
和
歌

・
事
項
)」
が
載
る
。

本
書
に
お
け
る
構
成
は
各
章
段
の
本
文
に
対
し
て

【
語
釈

・
校
異
】

【通
釈
】
【
余
説
】
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
ず

【語
釈

・
校
異
】

の
項
で
は
室
町
末
期
成
立
の

『大
和
物
語
鋤
』
か
ら
現
代
の
諸
注
釈
、

合
計
二
十
三
種
を
参
考
に
し
た
詳
細
な
注
釈
と
、
底
本

(尊
経
閣
文
庫

蔵
藤
原
為
家
筆
本
)
と
十
五
種
の
諸
本

(伝
為
氏
筆
本
、
桂
宮
本
、
御

巫
本
な
ど
)
を
対
校
し
て
、
そ
の
異
同
を
列
挙
し

て
い
る
。
ま
た
、
【
通

釈
】
の
項
で
は
明
確
な
現
代
語
訳
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。
【余
説
】
の
項

は
全

て
の
章
段
に
は
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
本
書
の
特
徴
を
顕
著

に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
造
詣
深
い
見
解
が
表
出
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
関
連
あ
る
先
行
の
諸
研
究
に
も
普

く
配
慮
が
あ
り
、
甚
だ

示
唆
に
富
む
。

こ
の
よ
う
な
本
書
は
物
語
及
び
和
歌

の
研
究

に
資
す
る
の
み
な
ら

ず
、
広
く
中
古
文
学
研
究
に
お
い
て
も
有
益
な
存
在

で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
志
す
も
の
に
と

っ
て
は
必
備
の
書

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(上
巻

平
成
十

一
年
三
月

笠
間
書
院

A
5
判

三
二
〇
頁

九
、
五
〇
〇
円
、
下
巻

平
成
十
二
年
二
月

笠
間
書
院

A
5
判

五
五
二
頁

一
二
、
五
0
0
円
)

今
井
源
衛

・
古
野
優
子
編

麟
騙
騨
囎
藷

『山
頂
湖
面
抄
諸
本
集
成
』

『山
頂
湖
面
抄
』
(以
下

『
湖
面
抄
』)
は
、
中
世
源
氏
梗
概
書

『
光

源
氏

一
部
歌
』
(以
下

『
一
部
歌
』)
の
作
者
と
目
さ
れ
る
比
丘
尼
祐
倫

に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
。
奥
書
識
語
に
よ
れ
ば
文
安
六

(
一
四
四
六
)
年

の
成
立
で
あ
り
、

『
源
氏
大
鏡
』

に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る

『湖
面

抄
』
は
、
す
な
わ
ち
現
在

の
と
こ
ろ
最
古
の
源
氏
梗
概
書
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
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『
一
部
歌
』
は
周
知
の
如
く
、
す
で
に
今
井
氏
に
よ

っ
て
懇
切
な
解

題

.
索
引
が
付
さ
れ
た
翻
刻
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は

『
一
部
歌
』

の
成
立
よ
り

さ
ら
に
先
立

つ
こ
と
四
年
の

『湖
面
抄
』
の
諸
本
集
成
が

初
の
刊
行
の
運
び
と
な

っ
た
。

現
在
、
所
在
の
分
か
る

『湖
面
抄
』
諸
本
は
計
七
本
あ
り
、
本
書
は

そ
の
う
ち
次

に
挙
げ
る
六
本
を
収
録

(う
ち
大
東
急
本
は
神
宮
文
庫
本

と
極
あ
て
近

い
本
文

で
あ
る
た
め
、
神
宮
文
庫
本

の
異
同
と
い
う
形

で
)
し
、

一
挙
に

『
湖
面
抄
』

の
簡
便
な
通
覧
を
実
現
さ
せ
た
。

神
宮
文
庫
本

源
氏
目
録
之
和
寄

(校
合
)
大
東
急
文
庫
本

源
氏
物
語
歌
註

静
嘉
堂
文
庫
本

山
頂
湖
面
抄

・
水
原

天
理
図
書
館
本

源
氏
貫
雲
伝

書
陵
部
本

山
頂
湖
面
抄

内
閣
文
庫
本

山
頂
湖
面
抄

本
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
本
文
と
未
収
録
の
島
原
松
平
文
庫
本

「
水
原
」

を
合
わ
せ
て
伝
本
の
系
統
立
て
を
行
い
、
和
歌

・
秘
事

・
注
釈
等
の
比

較
か
ら
第

一
類
系
統
と
第
二
類
系
統
に
分
け
た
。
従
来

『湖
面
抄
』
の

類
に
含
ま
れ
な
か

っ
た
神
宮
文
庫
本
を
最
善
本
と
し
て
巻
頭
に
掲
載

し
、
以
下
順
次
天
理
図
書
館
本
ま
で
が
第

一
類
本
、
書
陵
部
本

・
内
閣

文
庫
本
を
第

二
類
本
と
す
る
。

猶
、
巻
末

に

「諸
本
記
事
対
照
表
」
を
備
え
る
。
こ
の
表
は

『
湖
面

抄
』
の
記
事
全
文
に
つ
い
て
、
諸
本
の
配
列
と
そ
の
記
述
量
を
対
照
表

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
本
の
各
巻
名
歌
の
各
句
注
の
記
述
字
数

(和

歌
以
外
)
と
各
句
注
内

に
見
え
る
和
歌

そ
の
他

(物
語
中

の
歌

・
引

歌

・
引
事
類
)
の
所
収
状
況
が

一
覧
で
き
る
。

(平
成
十

一
年
七
月

笠
間
書
院

A
5
版

三
五
九
頁

九
、
O
O

O
円
)金

原

理
著

『詩

歌

の
表

現
ー
平
安
朝
韻
文
孜
』

本
書
は
著
者
が
近
年
発
表
さ
れ
た
十
編
の
論
文
を

一
書
に
纏
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
論
文
集
は
前
著

『平
安
朝
漢
詩
文

の
研
究
』

(九
州
大
学
出
版
会

昭
和
五
十
六
年
)
が
あ
り
、
こ
れ
が
二
冊
目
と

な
る
。
本
書
に
収
め
ら
れ
る
論
文
の
表
題
は
以
下
の
通
り
。

『古
今
和
歌
集
』
の
表
現
構
造

三
代
集
の
表
現

注
釈
の
意
味
ー

〈言
葉
あ
そ
び
〉

の
詩
を

め
ぐ

っ
て

嶋
田
忠
臣
と

『
荘
子
』

道
真

の
賦
ー

「秋
湖
賦
」
試
読

歌
人
伊
勢

源
経
信
ー
そ
の
詩
人
と
し
て
の
側
面

釈
蓮
禅

「兎
襲
賦
」
と

『史
記
』

『
元
久
詩
歌
合
』
と

「西
湖
図
」

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て

一
々
概
要
す
る
逞
は
な
い
が
、
和
歌
に
関
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す
る
論
考
で
は
そ
の
表
現
の
背
景
と
し
て
の
漢

(詩
)
文

の
存
在
に
注

目
せ
ら
れ
、
綿
密
な
注
釈
を
施
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
解
釈
を
加
え
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
漢
詩
文
を
中
心
と
し
た
論
考

で
は
作
品
中
に
見
え

る
字
句
、
平
灰
か
ら
窺
え
る
そ
の
表
現
の
意
図
を
明
確

に
解
析
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
、
内
容
は
多
岐

に
亘
る
が
、
最
近
発
表
さ
れ
た

「『
元
久

詩
歌
合
』
と

「西
湖
図
」」
は
そ
こ
に
所
収
さ
れ
る

「水
郷
春
望
」
題
下

の
十
九
編
の
詩
が
、
白
詩
な
ど
の
表
現
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
配
慮
さ
れ

つ
つ
、
唐
土

よ
り
将
来
さ
れ
た

「
西
湖
図
」
か
ら
多
分
に
影
響
を
受
け

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
今
、
注
目
さ
れ

て
い
る
詩
文
と
絵
画
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点

で

一
種
の
方
法
を
確
立
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
著
者
が
専
攻
さ
れ
る

日
本
漢
文
学
、
和
漢
比
較
文
学
と
い
う
分
野

で
は
確
た
る
研
究
方
法
は

成
り
立

っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
本
書
所
収

の
論
文
は

一
つ
の
方
法
を
示
す
も
の
と
し
て
の
存
在

で
あ

る
こ
と
も
見
落
と
せ
ま
い
。
平
安

・
鎌
倉
期

の
漢
詩
文
研
究
に
は
資
す

る
と
こ
ろ
が
多
い

一
冊
で
あ
る
。

(平
成
十
二

年

一
月

九
州
大
学
出
版
会

四
六
判

二
四
〇
頁

三
、
四
〇
〇
円
)

後
藤
昭
雄
編

『
日
本
詩
紀
拾
遺
』

近
世
後
期
の
代
表
的
詩
人

・
市
河
寛
斎
が
平
安
朝
の
漢
詩
文
を
蒐
め

た

『
日
本
詩
紀
』
は
、
そ
の
収
録
範
囲
の
広
い
点

に
お
い
て
、
ま
た
正

確
な
本
文
を
期
し
た
点
に
お
い
て
、
現
在
で
も
有
用
の
詞
華
集
と
し
て

周
知
さ
れ
る
。
し
か
し
文
献
渉
猟
の
ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
近
世
の
こ
と

ゆ
え
、
多
く
の
遺
漏
あ
る
こ
と
も
ま
た
周
知

に
属
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。本

書
は

『拾
遺
』
と
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
寛
斎
が
そ
の
際
に
目
賭

し
え
な
か

っ
た
平
安
朝
の
作
品
を
補

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
現
時
点
で
の
平
安
朝
漢
詩
文
研
究
の
到
達
点
を
計
る
指
針
と
も
な
り

得
、
ま
た
多
年
、
こ
の
方
面
の
資
料
発
掘
に
精
力
を
傾
け
て
き
た
編
者

な
ら
で
は
の
作
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
編
者
は
、
「『
日
本
詩
紀
』
拾
遺

(
一
)
～

(九
)」
(「
大
阪

大
学
教
養
部
研
究
集
録

(人
文

・
社
会
科
学
)
」
第
33
輯
～
41
輯
、

一
九

八
五
年
～
九
三
年
)
に
お
い
て

『詩
紀
』
拾
遺
作
業
を
進
め
て
お
り
、

本
書
は
こ
れ
ら
を
母
胎
と
し
、
さ
ら
に
新
出
資
料
を
加
え
た
と
言
う

(「
あ
と
が
き
」
)。

構
成
は
、
全
体
を

「第

一
部

日
本
詩
紀
既
出
詩

人
」
と

「第
二
部

日
本
詩
紀
未
収
詩
人
」
と

に
分
か
ち
、
記
述
体
裁

は

『詩
紀
』
に
こ
と
ご
と
く
微
う
。
ま
た
末
尾
に
は

「作
者
索
引
」
、
「詩

題
索
引
」、
「詩
題
事
項
索
引
」、
「文
献
索
引
」

の
四
種
の
索
引
を
備
え

て
利
用
の
便
を
は
か
る
。

な
お
、
『
日
本
詩
紀
』
自
体
の
翻
刻
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
書
刊
行

会
本

(明
治
四
十
四
年
刊
)
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
度

の

『拾
遺
』
刊
行

に
伴
い
、
後
藤
氏
に
よ

っ
て
そ
の
翻
刻
の
誤
り
が
正
さ
れ
て
復
刊
の
運

び
と
な

っ
た
こ
と
も
喜
ば
し
い
。
『拾
遺
』
と
も
ど
も
平
安
朝
漢
詩
文
の
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研
究
に
大
き
く
資
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

(平
成
十

二
年
二
月

吉
川
弘
文
館

A
5
判

二
五
九
頁

=

、

○
○
○
円
)

工
藤
重
矩
著

『平
安
朝
和
歌
漢
詩
文
新
考

継
承
と
批
判
」

本
書
は
、
平
成
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
者
の

『
平
安
朝
の
結
婚
制
度

と
文
学
』

に
次
ぐ
論
文
集
で
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
平
成
十

一
年
の
間

に
発
表
さ
れ
た
十
六
篇
の
論
文
よ
り
成
る
。
内
容
は
次
の
通
り
。

1

和
歌
解
釈
の
方
法

第

一
章

在
原
業
平

「月
や
あ
ら
ぬ
」
の
解
釈
/
第
二
章

古

今
和
歌
集

一
四
八

「
唐
紅
の
ふ
り
い
で
て
ぞ
鳴
く
」
の
解
釈
/

第
三
章

ほ
と
と
ぎ
す
の
季
節
と
鳴
声
の
和
漢
比
較
-
古
今
和

歌
集

一
四
八
の
解
釈
補
考
「
/
第
四
章

古
今
和
歌
集
四
六
九

「
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
や
五
月
の
」
の
解
釈
/
第
五
章

古
今
和

歌
集

の

「
お
ほ
か
た
は
」
の
解
釈
/
第
六
章

大
和
物
語
初
段

の
解
釈
/
第
七
章

紫
式
部
集

一
・
二
番
歌
に

つ
い
て
1
解

釈
、
伝
記
、
説
の
継
承
「
/
第
八
章

紫
式
部
集
四

・
二
八
番

歌

の
解
釈
=
伝
記
資
料
と
し
て
読
む
前
に
ー

皿

平
安
朝
和
歌
史
点
景

第

一
章

べ
ら
な
り
の
和
歌
i
古
今
後
撰
集
時
代
の
場
と
表
現

ー
/
第
二
章

後
撰
和
歌
集
の
撰
集
ー
奉
行
文

・
禁
制
文
、
梨

壺
、
撰
者
を
め
ぐ
る
諸
問
題
i
/
第
三
章

後
撰
和
歌
集
の
性

格
-
和
歌
に
お
け
る
褻
と
晴
ー
/
第
四
章

詞
花
和
歌
集
の
成

立
と
同
時
代
の
反
応
-
金
葉
和
歌
集
奏

覧
本
と
後
葉
和
歌
集
を

め
ぐ

っ
て
ー

Ⅲ

平
安
朝
漢
詩
文
の
和
漢
比
較

第

一
章

平
安
朝
漢
詩
文
に
お
け
る
縁

語
掛
詞
的
表
現
/
第
二

章

平
安
朝

に
お
け
る
官
職
唐
名

の
文
学
的
側
面
/
第
三
章

三
月
三
日
の
柳
ー
枕
草
子
六
段
の
翁
丸

は
な
ぜ
柳
の
か
づ
ら
を

し
た
か
ー
/
第
四
章

七
夕
の
鵠
橋
「
鵠
は
如
何
に
し
て
橋
を

架
け
た
か
1

研
究
者
名
索
引

あ
と
が
き

前
著
と
同
様
、
旧
来

の
誤
解

・
通
説
を
鋭
く
指
摘
し
批
判
す
る
態
度

は
、
本
書
に
お
い
て
も
全
篇
に
貫
か
れ
て
い
る
。
著
者
は

「あ
と
が
き
」

に
、
「先
行
論
文
を
ど
の
よ
う
に
批
判
し
、
あ
る
い
は
継
承
す
る
か
。
そ

し
て
自
分
の
論
文
が
ど
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
、

あ
る
い
は
継
承
さ
れ
る

か
。
ど
ち
ら
の
側
か
ら
考
え
て
も
、
事
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
。
」

と
述

べ
る
。
通
説
と
い
う
言
葉
や
碩
学
の
名
に
よ

っ
て
、
曖
昧
に
片
づ

け
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
数
々
の
諸
問
題
を
、
再
度
、
新
た
な
視
点
か

ら
捉
え
直
そ
う
と
す
る
著
者
の

「継
承
と
批
判
」
の
姿
勢
と
そ
の
方
法

は
、
研
究
者
に
と

っ
て
頗
る
示
唆
的
で
あ
り
、
本
書
は
、
今
後
の
平
安

朝
和
歌

・
漢
詩
文
研
究
に
有
益
な

一
書
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

(平
成
十
二
年
四
月

風
間
書
房

A
5
判

三
六
五
頁

一
一
、
0
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瀬
里
廣
明
著

『露
伴
と
そ
の
時
代
』

本
書
は
、

前
著

『幸
田
露
伴
と
安
岡
正
篤
=
東
洋
と
西
洋
』

(白
鴎

社
、
平
成
十
年
十
月
)
か
ら

一
年
余
り
で
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
で
、

『文
明
批
評
家
と
し
て
の
露
伴
』
(未
来
社
)
以
来
十
冊
目
の
著
作
に
あ

た
る
。「真

の
露
伴
像
を
追
求
し
て
四
十
数
年
を
経
過
し
、
漸
く
最
終
段
階

に
入

っ
て
き
」
た
と
い
う
本
書

の
目
次
は
次

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

自
序

第

一
章

露
伴

の
神
仙
道
と

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
野
の
道

第
二
章

近
代
神
仙
諌
と
し
て
の

「観
画
談
」

第
三
章

露
伴
に
お
け
る
道
教

の
世
界

第
四
章

露
伴
の

「悦
楽
」
と
そ
の
時
代

あ
と
が
き

「露
伴
の
巨
大
な
文
学
と
思
想
の
世
界
」
と
格
闘
す
る
著
者
は
、
様
々

な
作
品
と
比
較
対
象
を
挙
げ
な
が
ら
論
じ
る
。
第

一
章

で
は
、
「仙
人
呂

洞
賓
」、
「仙
書
参
同
契
」
を
神
仙
道
、
道
教
、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
な
ど
の

思
想
と
絡
め
、
第
二
章
で
は
、
「観
画
談
」
を
大
正
時
代
に
お
け
る
精
神

異
常
の
問
題
と
の
関
連
か
ら
フ
ロ
イ
ト
や

ユ
ン
グ
の
理
論
と
絡
め
る
。

ま
た
第
三
章

で
は
、
「論
仙
」
、
「仙
書
参
同
契
」
、
「新
浦
島
」
を
取
り
挙

げ
、
露
伴

に
お
け
る
道
教
或
は
道
教
的
な
も

の
の
重
要
性
を
指
摘
す

る
。
第
四
章
で
は
、
主
に

「悦
楽
」
を
挙
げ
、

こ
の
作
品
は

「論
語
」

を
体
得
し
た
露
伴
が
孔
子
の
教
え
の
真
髄
を
説

い
た
も
の
と
す
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
考
察
は
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
露
伴
の
生

き
た
時
代

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
彼

の
思
想
に
は
近
代
日
本

(人
)
の
失

っ
た
東
洋
的
な
も
の
の
精
粋
が
あ

る
と
い
う
。

さ
ら
な
る

「最
終
段
階
」
に
入

っ
た
著
者
の
到
達
点
を
示
し
た
著
作

が
待
た
れ
る
。

(平
成
十
二
年

一
月

白
鴎
社

A
5
判

二
六
五
頁

二
、六
〇
〇

円
)

木
部
暢
子
著

『
西
南
部
九
州

二
型

ア
ク

セ
ン
ト

の
研
究
」

西
南
部
九
州
に
分
布
す
る
方
言
に
お
い
て
特
徴
的
な

「
二
型
ア
ク
セ

ン
ト
」
に
関
す
る
、
著
者
の
研
究
成
果
で
あ
る
本
書
は
、
次
の
四
章
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第

一
章

西
南
部
九
州
二
型

ア
ク
セ
ン
ト
の
姿

第
二
章

十
八
世
紀
薩
摩
の
漂
流
民
ゴ

ン
ザ
の
ア
ク
セ
ン
ト

第
三
章

西
南
部
九
州
二
型

ア
ク
セ
ン
ト
の
成
立

第
四
章

ト
カ
ラ
列
島
の
方
言

第

一
章

で
は
方
言
調
査
を
通
し

て
、
当
該
方
言
の
二
型
ア
ク
セ
ン
ト

の
特
徴

の
み
な
ら
ず
、
韻
律
単
位

(
モ
ー
ラ
方
言
か
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言

一
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か
)

の
検
討
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

(音
調
)
に
つ
い
て
記
述
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
章
は
、
平
成
九
年
よ
り
鹿
児
島
県
立
図

書
館

に
設
置

さ
れ
た
、

ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵
の
原
本

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た

「ゴ

ン
ザ
資
料
」
研
究

で
あ
る
。
細
心
の
注
意

を
払
い
、
十

八
世
紀
当
時

の
薩
摩
人
ゴ

ン
ザ

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
再
構

し
、
当
時
の
薩
摩
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
は
、

従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
屋
久
島

ア
ク
セ
ン
ト
の
新
旧
や
、
西
南
部
九

州
二
型

ア
ク

セ
ン
ト
の
成
立
に
関
す
る
、
筆
者
の
最
新
の
見
解
が
示
さ

れ
る
。
第
四
章
は
、
南
西
諸
島
ト
カ
ラ
列
島
の
方
言
調
査
の
記
述
的
研

究

で
あ
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
貴
重
な
調
査
の
成
果
が

収
あ
ら
れ
て
い
る
。

構
成
を
見

て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
ず

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り

現
在

の
姿
が
、
そ
し
て
文
献
に
よ

っ
て
過
去
の

一
時
期
の
姿
が
、
そ
し

て
そ
れ
ら
の
比
較
対
照
に
よ
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
の
成
立
に
関
す
る

史
的
展
開
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
包
括
的
な
研
究

に
よ
り
な
さ
れ
た
本
書
は
、
西
南
部
九
州
二
型

ア
ク
セ
ン
ト
研
究
に
お

い
て
、

一
つ
の
区
切
り
を
な
す
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

(平
成
十
二
年
二
月

勉
誠
出
版

A
5
判

四
五
四
頁

一
六
、
八

〇
〇
円
)
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